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書評

浅野 亮 ・ 川 井悟編著

『概説近現代 中国政治史』

西村成雄

　編著者の 浅野亮氏 ，川井悟氏 を含 め， 11名 の 執筆者 に よ る 「近現代 中国政 治史」 の 重

厚な成果が公 刊 されて 1年余がすぎて い る。 こ の 成果 は， どの よ うな視点 と方法 をもっ て

近現代 中国政治を読み解 こ うとして い る の か ， さらに今 日の 日本の ア ジア にお ける ， 世界

にお け る 自己定位 と どの よ うな内 的緊張 関係 にあ るの か，な ど刺激的な論点 が数多 く提起

され てい る 。

　まず， こ こ で は ， 各章の 歴 史的叙述 か ら読み と り うる中国近 現代史像が どの よ うな焦 点

を結ぶ こ とにな っ た の か に っ い て 言及 した うえで （第 1 部，第 ll部），編者 の 意欲的か つ

ユ ニ
ー

ク な編集方針 （は じめ に ， 序章，お わ りに）が
， どの よ うな特徴 をもっ て い た の か

をあき らか に し
， 最後 に現 段階にお ける全体 と して の 中国再認識 の 歴 史像提 起の 意味にふ

れ て み よ う。

　　＊ もち ろん ， 評者 の さま ざまな制約 か ら本 書の 主 旨を十分 には理解 で きず にい る こ と ，

　　　また
， 類書 に言及 して い ない こ とを ， あ らか じめ著者の 方々 にお詫び 申しあげます。

1　 本 書 ・ 各章が示 す近 現代 史像 とその 焦点

　第 1 部 「近 現代の 中国政治史」 の 各章か らと りあげた い。

　第
一
章 「清朝後期 か ら民国期 ま で

一 1830 〜 1937年
一

」 （川井悟氏 ）は ， ア ヘ ン 戦争前

史 を視野 に入 れ て 1830 年代か らの 100 年を ， 清朝後期
・中華民 国北京 政府時期

・南京 国

民 政府時期 に時期 区分 し ， そ の 統治体制 論 を軸に再構 成 して い る 。 そ の 焦点 は ， 政治的事

件史や官僚 シ ス テ ム の 構造的特徴 とならん で
， 人 々 の 生活世界の それ らか らの 自律性 を再

確 認す べ きだ と し，南京国民政府 の 統治段階に い た っ て ，生活世界 とし て の 社会 に対す る

統治の 影響力 が 「ゆっ く りと」 浸透 しは じめた とと らえ る （69−70 頁）。 従来い われて き

た 「革命 史観や近代化論」 か らの 脱却を意味する こ とに な るだ ろ う。 しか し同時に
， 第

一

章の 100 年中国論は ， 統治体制 と生活世界 （社会） との 相互浸透性が増大す る とい う意味

での 近代 ネ イ シ ョ ン ・ ス テ イ ト化過程に あっ た こ とを歴史像 と して提 示す る もの で もあ っ

た とい え よ う。 さらに ， 日本 にお け る研 究叙述 の 問題点 とし て
， とくに ， 国家 ・ 政権 ・ 組

織 を 「擬 人化 し ，
ス ト

ー
リ
ー

を創作 して」 「あ る人 物で もっ て 代表 させ 」 る 「近似法」 的
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手 法では な く ，
「厳密 な実証 に基 づ い て ，正確に 記述す べ き」 こ とを強調する （74 頁以下）。

た し か に ，
20 世 紀中国の 歴 史の 山波 を俯瞰する とすれば ，た とえば孫文 ・蒋介石 ・毛沢 東 ・

郵小平 とい う典型性 を備えた 政治家の 突出現象をみ る こ とが で きる 。 そ うした叙述が歴 史

の 「大きな流れ 」 と しての 山波を構成す る諸相 を軽視す るこ とに つ なが るとすれ ば ， 歴史

の 多様性，多層 性 を含 めた 政治 的 「統
一

→ 分裂 → 統 一
」 過程の 仕組 （83 頁）の 解 明 が ま

すます必 要 となろ う。

　第二 章 「抗 日戦争期
一 1931〜 45 年 」 （内田 尚孝氏 ）は ， 主 と して 「日 中 15年戦争期」

を と りあげ ， 満州事変期 ・華北分離工 作期 （抗 日運 動の 拡大期）・国共 関係の 新展開 （抗

日民族統
一

戦線期）・日中全 面戦争期 ・ア ジア 太平洋戦争期 （と中国戦線）・総力戦体制か

ら国共 内戦期 に時期 区分す る。そ の 焦点は， 1930 年代 か ら 1945 年 を こ え て 1949年 まで

の 「戦争 の 20年」 とい う歴史的ま とま りが ， 同 時に 「近代 国家建設 ・
国民統 合」 を蓄積

しっ っ あ っ た とい う事実を再構成す る と こ ろにあ り
， 社会の 側の 「民主」 へ の 傾斜を視野

に組み 込 も うとす る もの で あ っ た （103頁以下）。 この と らえ方 は， コ ラ ム にい う 「戦争

と国家形 成」 （浅野亮 氏） とい う論点 と関連 しあ っ て い る （393 頁以 下 ）。第二 章 の 叙述か

ら読み と り うる政治的焦点の ひ とつ は ， 日本 との 関係性 は もとよ り国際的諸 関連の なか で

の 「抗 日戦争」 とい う位置づ けに あ り， この グ ロ
ーバ ル な配置の なか で ， 中華民 国国 民政

府 ， 蒋介石 の 政治判断が な され て い た こ とは ， 日本側の 国際情勢判断 と対極 にあ っ た とい

え よ う （99頁以 下）。戦後 中国へ の 展望 も，1945年夏の 時点で 中共側 の 独 自な地域権力 （抗

日民 主根拠 地 ） と して の 統治機構 を蓄積 して ，約 1億人 を社会的に管轄す るにい た っ た こ

とに注 目して い る （106頁）。 こ こ に 中華 民国 とい う国家正 統性 とは異 なる新 た な正 統性

を構築す る社会的条件 が準備 され つ つ あっ た。その 意 味で ，「分裂」 的で ある とと もに新

た なネイシ ョ ン ・ス テ イ ト形成 とい う局 面 へ と移行 した こ とを展望 してい る。

　第三 章 「中華 人民共 和 国建 国か ら改革 開放 ま で
一

・1945〜 81 年
一

」 （浅 野 亮氏 ）は ，

1945 年 か ら 1949 年の 内戦期 を 中華人 民共和 国の 「前史」と して 位置づ け るの で は な く 「不

確実性」 の 歴史過程 として とらえなお し （118 頁）， 朝鮮戦争 と国家建設 ・大躍進 と文化

大 革命 ・1978年か ら 1981年 6 月 の 歴 史決議ま で をと りあげて い る 。 そ の 焦点 は ， 改革 ・

開放政策の 決定実施過程 も含 め，政治史的諸事件 の 展開をある 「確立 した遠大なヴィ ジ ョ

ン 」 に基づ くもの と とらえる の で はな く， そ の局面 ご との 政治的選択 にあ っ た とす る （た

とえば ， 127頁）。 したが っ て ，歴 史の 事後的解釈 と して の 「二 つ の 時期の 過渡期jで は ない
，

その 段 階の ア ン ビ バ レ ン ス と して 政策 プ ロ セ ス を とらえな おす こ とに なる。国際関係論で

ひ とっ の 潮流 とな っ て い る コ ン ス トラ クテ ィ ヴィ ズ ム 的理 解を共有 して い る とい え よ う。

さらに ， 国際的諸条件が内部化 され ， 国内政治過程に影響す る国際
一

国内政治の 相互 浸透

性 につ い て も注意 を促す （米 中の 頭越 し接触 とい う 「日本の 悪夢」 と日中国交正 常化 問題 ，

128 頁以下）。 歴史的評価軸 とい うよ りは
， 解釈軸の ひ とつ とい え る因果関係 の 諸変数を

新史料の 発掘 も含めたよ り広い 視野 に置 きなおす 必要性 を強調す る。21世 紀段階 の 中国
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認識再解釈の 可能性を追求 して い る とい え よ う。

　第 四章 「改革開放 か ら建 国六 〇周 年まで
一 1982〜 2010年

一
」 （阿部純

一氏） は，21 世

紀最初の 10 年を含ん だ約 30 年間 を ， 郵小 平体制 ・江沢民政権 ・胡錦濤政権 ・建国六 〇周

年軍事パ レ
ー

ドに時期 区分 し
，

ポ ス ト毛沢東時代の 国家戦略で あ る経済発展政策と国防と

い う軍事戦略 との 相互 関係性 を分析 して い る 。 そ の 焦点は ，社会主義 的イデ オ ロ ギー
の 摩

減流 出に 対応 した 「中華民族の 偉大な復興」 （1997 年 中共 第 15 回大会）をめ ざすネイ シ ョ

ン ・ス テ イ トと して の 経済発展論 と総合国力 強化 と して の 国防論 ， とくに 「海洋権益 の 防衛」

論 の もつ 政治的意 味 を軸に 再構成す る と こ ろ にあ る （161頁 以下）。 た しか に ，
1992 年 2

月 とい う時点で の 「中華人 民共和国領海お よび接続水域法」 の 制定は ， 鄲小 平主導の よ り

一
層の 改革 ・開放段階 と対応 ・並 行 して お り，中共党内の

一
定の 政治的勢力の 存続 とその

矛 盾の 所在 を示 す もの で あっ た 。 そ の 後 ， 江 沢民 期を経て ， 胡錦濤期には ，
「経済建設 と国

防整備を統
一

的に考え」 る とい う 「同格の 位置づ け」 の 方向が 明確に なっ た （2007 年第 17

回大会，178頁）。 21世紀段階の 中国認識 として 「中国 が軍事力を背景に，独善的な国益追

求 を 目指す可 能性 も排 除で きない 」 とす る判断は，東ア ジア の ネイシ ョ ン ・ス テ イ ト間の

国家主義的対 抗 ・対 立 関係 を予 測する こ とになる 。 さらに ， そ の 認 識の 基盤iは 「一党独裁

体制 を堅持 し， 民主化 を否 定す る中国 は ， わが国や米国 に と り異質な国家体制」 ととらえ

る とこ ろにあ り， 中国政治 ・
国家体制の 「異質論」 的理解が全面 に出 されて い る （181 頁）。

　 これ らの 4 章は ，
1830 年代か ら 2010 年まで の 約 180 年 間の 新 たな 中国政治史理解を提

示 した もの で ， 通 史的時間軸 によ る再 構成で あ っ た 。
こ の 歴史的分析 とそ の 歴史像 に つ い

て は改めて最後に言及 した い
。

　第 H 部は ， 政治
・
経済 ・社会 とい うイ シ ュ

ー
別 に 7人の 各執筆者の 分析領域が提 示 され

る 。 非 常 に簡単で はあ るが ， それ ぞれ の 特徴を抽出 して み たい
。

　第五 章 「近現代 中国にお ける交通 ・通信制度の 形成」 （内田知行氏）は ， 交通 （鉄道 ・公 路 ・

水運 ・民間航 空），通信 （郵政 ・無線電信 ・電話）の 量的蓄積過程 を清末か らの 「国民 国

家の 形成 と市場圏の 拡張」 とい う視角か ら再構成 し，
「統

一
的市場 圏の 形成」 を 1960 年代

ま で と らえて い る 。
「少数民族地区 を含む国家的統

一
市場」 を視野 に入 れ る と

，
2006 年 6

月 の ゴ ル ム ドー ラサ間の鉄道開通 は史上 は じめて の 全行政区へ の 経済的政治的文化的統合

の 新段 階を生み だ した 。 しか し同時にそ の 「統合」 が 生みだす政治的矛盾の 両義性が顕在

化す る と指摘 し て い る （214 頁）。 市場圏形成 に政治的変数 を視 野 に入 れ る重要性 に ほか

な らない 。

　第六 章 「国家ア イデ ン テ ィ テ ィ と国民国家形成一外交 ・戦争 ・華人 との 関わ り一
」 （岡

部達味氏）は，近代ネイ シ ョ ン ・ス テ イ トの 体系に組 み込 まれ そ の 規範に順応する よ うに

な っ た 19世紀末以 降 21 世紀段階 の 中国再 認識 の 枠組 を提 示 す る 。 20世紀 「国民 国家 シ

ス テ ム 」 にお ける社会主義的国民国家の 歴史的位置は ， あき らか に諸列強とい う政治的経

済的 中枢 か らの 「自立」 を求め よ うとする周辺 的なネイ シ ョ ン ・ス テイ ト形 成願望 の なか
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に あ っ た 。 ナ シ ョ ナ リズ ム が 主旋律 とな る と と もに
， 社会主義 も 「その 手段 として 」 機

能す る段 階に あ っ た が ， 21世紀段 階は す で に そ の 主要 な手段 として機 能を喪失 して い る 。

こ こ に 「国益確保」 と 「軍事力増強」 へ の 傾斜が展 開す る とする （241 頁以下 ）。 しか し ，

こ の よ うな 「中国の 台頭」 に対 しどの よ うに 「平和 的台頭の 可能性 を示 し，協力」 する の

か とい うこ とこそ ，「20世 紀にお け る 日本 の 興 亡 の 歴 史 j を教 訓 と した議題 だ と捉 える （244

頁）。明確な歴 史認識の 提示 とい え よ う。

　第七 章 「国旗 ・国徽 ・国家
一 「中国 」 をめ ぐるシ ン ボル とアイ デ ン テ ィ テ ィ

ー
」 （貴志

俊彦氏）は，「中国」 をめ ぐる政治的シ ン ボル の 制 定が どの よ うに 「国家ア イデ ン テ ィ テ ィ 」

と して 社会に浸透 し 「定着 」 し， 中国人 ・台湾人 ・香港人 ・“

マ カ オ 人
”

な どの 集団的記

憶に作用 した の か を，国家に の み収斂 され ない 諸集団ア イ デ ン テ ィ テ ィ との 複雑 な関係性

か ら とらえ よ うと して い る （267頁以下）。 各個人の 家族 ， 地域 ， 宗教 ，
エ ス ニ ッ ク集団，

ネイ シ ョ ン ・ ス テイ ト，
「中華」 な どへ の 帰属意識 が どの よ うな強弱，濃淡を もっ て 構成

され ，か っ それ らが政治的に編み込 まれ て ゆ くの か とい う新 しい 分析領域を視野に入 れ る

こ とで ， 中国政治史 の 各 局面 に展 開す る政治的正 統性 の 多元的多層的あ り方 を再構成再認

識 し うる とい えよ う。

　第八 章 「外 国 政治思想 と国家アイ デ ン テ ィ テ ィ 」 （萩原稔氏 ）は ， 日清戦争段 階か ら

1945 年 まで の ほ ぼ半世紀の 日本 と 中国の 「思 想連鎖」 を 中国 とい う場で の 「国家形成」

過程の なか に 置 くこ とで ，双 方向性 をもっ た 「国家概念の 多様性」 を再定置す る 。 しか し ，

中国政治 に と っ て まず は 「国家社会の 自由」 の確保で ある とす る 「国家 の 富強優先 」論は

同時代 日本 をひ とつ の モ デル と して 意識 し た もの で あ り ， 1920年 代に は ソ連が 「新た な

革命の モ デル 」 とな っ て い た 。
こ の 主流的枠組 は ，

フ ァ シ ズ ム へ の 接近 も含まれ て い た 。

に もか かわ らず近 代国家形 成の 思 想的資源 と して の リベ ラ リズ ム や デモ クラ シ
ー

， さ らに

は 「連省 自治運動」 「ギル ド社会主義」 な どの 導入 と
一

定の 社会的影響力 の 増大 とい う現

実を視野 に入 れ る重要性が強調 され ， 今後 の 中国政治 にお け る 「民 意の 吸収」 の 位置づ け

が課題 だ と してい る （293 頁）。

　第九章 「二 〇世紀 中国政治 と 「革命」」 （田 中仁氏 ）は
，

三 つ の 政治革命 （辛亥革命 ・国

民革命 ・共 産革命）を と りあげ ， それ ぞれ の 権力 奪取過 程の 特徴 を共和制
・「党 ＝ 国体制」

・

社会主義国民国家の 樹立 として 概括す る （299 頁以下）。 さらにそ うした諸革命の 社会的

基盤 と国際的諸条件の 組み あわせ を論 じる と ともに ，
モ ン ゴ ル ・新疆 ・チベ ッ トの 統合を

視野 に入れ ， とくに 中華人民共和国期 の 社会的再 構成 と 「ポス ト革命」 時代の 新た な 国内

的国際的分析の 枠組の 必 要性 を提示 して い る （318 頁以下）。
20 世紀を通 底する 「革命」

とそ の 政治的結果 の 特徴 を抽 出 して い る。

　第十章 「現代 中国の 政治 ・社会変動
一

戸籍制度 の 抱 え る矛 盾 ， 公 共領域 の 衰退 一
」 （阿

古智子氏） は ， 現代中国の 人的管理 シ ス テ ム と して の 「農業戸 籍所有者 （農民）」 が 2005

年全人 口の 6 割を占め ， 農業労働以外 に就業す る 「農民工 1 は 2億人を こ えて い る現実か
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ら出発 し，農村内部の 社会関係性 が制度的非制 度的に脆弱化 し 「公 共領域が 衰退」 する現

場 を再現 して い る 。 社会関係資本の ネ ッ トワ
ークの 再構 築が求 め られ てお り ， そ の 基盤 は

「基層 リ
ーダー

」 層 に ある 。 と同時に ， 農村社会の 深層に は 「土地私有化論」 にか か わ る

不安定性要因が 内在 して お り， その もとで 「公 」 「私 」 「公 共 1 の あ り方 が再審 され て い る

とす る （346頁 ）。 現代 中国社会 層そ の もの が大 き な構 造 的変動 過 程 に あ る こ とを示 して

い る 。

　第十
一

章 「党 ・政 ・軍 三 位
一

体の 「統治構造」」 （三 宅康之氏 ）は ，巨大 国家 中国の 「統

治構造」 の 発達段階を 「党 ・政 ・軍 三 位
一

体」 形成過程 と して と らえ ，
「集権化 と分権化

の サイ クル 」を抽出す る 。 毛沢東 時代 は権力 と財の 配分を め ぐ り国家発展 戦略 レ ベ ル の 党・

政 ・軍の 政争 が常態化す る事態に あ り，鄲小 平時代は 改革開放政策 へ の 転換 に照応 す る統

治構造の 再編成 が展 開 し ， 江沢民時代は 「社会主義市場経済体制」 形成 を基軸 と した段 階

へ と入 っ た 。
こ の よ うな変容 過程 の 「基底要 因」 を ， 第

一
に 中共 の 「一党独裁体制」 の 「内

実は変化 に富ん だ動態的な もの 」 とと らえ っ っ
， 第二 に毛 沢東時代は 各時期 に よ り政府財

経系統 （第 1次五 力年計 画期）， 地方 党務系統 （大 躍進 期）， 軍 ・公 安系統 （文革期）が 主

導権 を握 り，鄲小平時代 は財経系統が主 導 したが 党務，軍務 系統 との 緊張関係が持続 して

い る とす る 。 第三 に，統治機構の 再編は 権力の 再配分を伴 う性格を もつ もの で あっ た 。 第

四 に 政治運営の 制度化が なされ ， 政治的予測可能性が増大 して い るが ， 同時に 「巨大国家

の 統治を め ぐるジ レ ン マ 」 か ら 自由で は ない 現実が あ る とす る （386 頁以 下）。
こ こ で の

統治 構造 その もの の 分析 は ， ミク ロ ・ア プ ロ ーチ とマ ク ロ ・アプ ロ ーチ の 中間 に位置す る

メ ゾ ・レ ベ ル に属 して い るが ， 広 くとれ ば国家政治構造分析の
一
環で あ り， 社会との 接合

面 とそ の 相互 浸透 関係に も視野 を開 くこ とになる 。

H　 本書 「序章」 および 「おわ りに 」 が 示 す中国再 認識論

　第 1部第 皿部 の 各政治史分析は ， か くも多様か つ 多元的内容 を含み ， その 評価はそ れ ぞ

れの 領域 で と りあげる課題 で ある こ とはい うまで もない
。 また ， 編著者 を含め ，

こ の 各

11 章を分担 され た各執筆者 は ， 編著者 の 執筆にな る 「序章」 と 「お わ りに」 の 論考を 共

有 されて い る と思われ る 。 それ は 実に ，
21 世紀 日本の 研 究者 が 「巨大国家」 中国を どの

よ うに 再認識 し よ うと して い る の か を全面的 に展 開 した，い わ ば 目撃 し つ つ ある 21世紀

中国をめ ぐる現代 日本研 究者の 思 想史的営為の 成果 ともい え るだ ろ う。

　序章 「近現代 中国を見る視座」 （浅野 亮氏）は ， 冒頭に 「歴史の 解釈は変わ る」 と して ，

中国近現代政治史の 解釈体系の ひ とつ で あ っ た 「革命史観」 か らの 脱却 とその 新たな可能

性 を提 起 し， 歴 史の 連 続性 とい う視 点か らの 再解釈 を主張す る。 し か し，
こ の 再解釈 も

21 世紀初頭 とい う歴 史的条件 の な かで の 展 開で あ り
， 今後 も変化 し うる とす る 「開か れ

た再解釈論」 とな っ て い る 。
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　まず 「中 国近 現代史研 究の 変容」 を論 じた部分で は （7 頁以 下）， 従来の 歴史認識 の 前

提 とな っ て きた 中国近代化の 第
一

衝撃は 「西洋」 か ら来た とす る 「イ ン パ ク トー リス ポ ン

ス 」 ア プ ロ
ーチ （J．K．フ ェ ア バ ン ク）を批判す る 「内生 的な変数」 を重視す る視点が共

有 され っ っ あ り， 歴 史の 見直 しがすすんで きた とする 。
こ の 見 直しには ，

こ こ にあ る社会

的 「現 在」 が ， そ うした新た な認識 を生み 出す こ とに な る背景 と動因 となっ て い る。

　 「断絶 と連続」 を論 じ た部分で は （10 頁 以下）， 清末 ・中華民国 ・中華人 民 共和 国 の 三

者関係 を巨視的に みた場合 ， 政治革命 と して みた と して も ， あ る種の 構造的連続 性が ある

とする認 識が提起 され てい る 。 国民党と共 産党の 組織的同型性や基層幹部 と 「郷紳」 の親

和性 ， さらに国家一社会関係領域の レ ベ ル で は前近代史とも通定す る，政治革命 と社会革

命 の ズ レ に示 され る統治機構 と社会の 「断裂社会論」 的 （相互 交渉 ， 相互 浸透の 低位性）

認識で ある 。 これ らの 連続性論 は現 代中国再認識 と内的 に関連する思考回路 とな っ て い る

が ， 浅野氏 の 指摘す る よ うに
， もし 中国の 「集権 的国家」 化を 「現代」 世界の 新たな民主

化潮流 と切 り離 して 論 じ るな らば 「21 世紀初頭 にお ける中華人 民共 和 国 の 集権的側 面 を

正 当化す る」 こ とにな る必然論の 罠に 陥る こ とに な り，そ こか ら自由で なけれ ばならない

とす る （15 頁）。

　こ こ か ら ， ま さ しく「代替的説 明」とい う再解釈体系が準備 される （19頁以 下）。 すなわち ，

「中国革命 にお ける社会主義イ デオ ロ ギー
の 採用は ，…… 中国 とい う国家 の 復興 を窮極 的

な 目標 として い た」 とす る 「国民 国家」 論 的再解釈が
一

定の 意味を もつ こ と とな っ た 。 し

か しそれ は ， 「国家 中心 の歴史」，あるい は 「中華人 民 共和国 におい て ， 多くの 民族が
一

つ

の 国家にま とまっ て きた論理 を証 明 しよ うとす る」 弁 証 論で あ り，
「現存す る国家だ けが

必 然の 存在」 とする現代中国の 正 統性 ・正 当性 を弁証す る こ とに なる とす る 。
こ の 批判は ，

ネイ シ ョ ン ・ス テ イ トと して の 20 世紀 中国理解 として の解釈 と評価体系 に関係 してい る 。

こ の 点 は最後 にふれ る と して ， 代替的説 明 と して の 「国家の 相対化」 「そ の 時点で の 国家

を正 当化 しない 枠組 」 を提 起す る こ とに よ っ て ， 国家と環境の 相互作用論 ，海洋秩序形成

史か らみ る 「国家形成の 政治神話」 の 相対化論 ， 中国の 近代 と前近代の 「対照の 行 き過 ぎ」

に よ る歴史的実態 か らの 遊離 へ の 批判論な どとして 例示 され る 。

　 さらにすす ん で
， 連続性論 は 「中華民族 の 偉大 な復興 」 とい う孫文 以来 の 連続性 とい う

「中華ナ シ ョ ナ リズ ム の 回帰」 と同調す る こ と とな り， 「改革開放期以 後の 『中国の 台頭』

期 を正 当化す る役割」 を担 っ て い る とす る （24−25 頁 ）。 現在の 中国大 陸にお け る論調 に

み られ るよ うに ， 経済的政治的復活 と関連 した清朝期 「盛 世」 論 もこ うした中華民族ア イ

デン テ ィテ ィ の 「組み換え」 の 資源 とされ て い る 。

　こ こ で ， 各論文 の 理 論的枠組 を 「統治論」 的と 「歴 史的制度論」 的ア プ ロ
ーチ に区分 し

つ つ
， そ の 特徴を次 の よ うに ま とめ て い る 。

「統治論」 は ， カール ・ドイ チ ュ にみ られ る

ように 国家形成の 手段 で ある コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン
， そ の ための イ ン フ ラシ ス テ ム

， 国家形

成 へ の 動員手段 として の 思想 ・制度 とい う三 大経路 を視野 に入 れて い る。 これ らは さらに ，
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西川長夫氏 の い う経済統合 ， 国家制度的統合 ， 国民統合 ， 文化統合 と し て 具体化 し うるが
，

分析 の 焦 点 は 「統合の イ ン フ ラ」整備 過 程 に あ る。 こ れ を前提 と しなが ら，「歴史的制度論」

は ， 統合 を主導する主体間 での 政治的軍 事的矛 盾 を分析 し うる枠組で あ り ， ある制度的転

換 とい う非連続的変化は 「決定的転機 」 （決定的分岐点，critical 　junctures）に生 じるが ，

その 変化 を 「必 然」 とみ なさない とする分析方法 に特徴が あ る。

　最後に ， 政治的統合 と分裂の 諸要因 の 蓄積過程 を決定論的に とらえるの で はな く， また

政治変動 （政治革命） と社会変動 （社会革命） の 相互 関係 を区別 し
， 国家統合の 諸側面 を

ア イデ ンデ ィ テ ィ変容 との 相互 関係 として と らえ る べ きだ と して い る （33−34 頁）。

　 「お わ りに」 （川井悟氏 ）の 部分 で は ， 本書の 個性 が 如実に表われ た歴史分析の 方法意識

と歴史哲学が提示 され てい る （403 頁 以 下）。 まず ，
「中国は広い 意味で の 政治 の 世界で ある」

とと らえ ， あ らゆ る社会的行為 も政治的意 味を賦与 され るこ とに なる とす る 。 経済活動 も

それ か ら自由で は あ りえず ， 人間社会の 「経済面 と政治面 とは論理的に も分離 して 理解で

き る」とす る西欧的バ イ アス に も とつ く中国認識は誤 りで ある。 こ うした認 識 なくして 「中

国世界に つ い て の 歴史の 研究や叙述の 客観性」 な どの 議論は成立 し えない 。 と同時に ，最

も多様 な表 われ 方をする 中国の 政治的世 界の 分析 にお い て 「一 つ の 観点の 下で 統
一

され た

分析方法 を も っ て な され た叙述は ， 見か け上 の 明晰な統
一

性 」 が あ る よ うに 見 えるが ，
「い

ろい ろな側 面を ， それ に最も即 した方法で 分析す る」 こ とこそ が 「将来の 理 解と認識の 進

展 に とっ て確 か な手 が か りを与える」 と主張す る 。
こ の よ うな歴史認 識で 中国の 政治世界

をみ た時 「国家 とい うもの が 」e・一ワ
ー

ドで あ り，……そ の 分裂 と統合をまず把握す る こ と

が有効」 で あ り， こ の 「中国の 100 年余 りの 政治的変化 を ， とくに国家 としての 統合 とい

う側面か ら論 じた」 こ とに な っ た とい う。

　編著者 の こ うした概括 は ， 本書の 各論 の叙述 との 照応性 を再審す る もの となるが ， こ こ

で は それ を意識 しつ つ 21 世紀段 階の 日本 にお け る 中国再認識 の た めの 多元的思 考回路 と

そ の 歴 史像を議論 し てみ よ う。

皿　 21世紀 日本に お ける中国 再認識 の 多元 的思考 回路をもとめて

　編著者の ひ と りで あ る川井悟氏 は ， 本書はひ とつ の 「実験」 で あ っ た とす る 。 た しか に

多様か つ 多元 的分析視角 によ る本 来 の 意味で の 「概説 」 書と位置づ け られ る 。 しか も，「巨

大国家」 （三 宅康之氏 ）中国の 約 180 年 に わた る政治空 間の 特徴 を と らえ ， 従来の 概説に

は ない 新た な思考回路 を設 定す る こ とで 21 世紀中国の ゆ くえを解読するい くつ か の 「支

点」 を提起 して い る。今 目ほ ど，現代 中国の 諸言説にみ る自己認 識 と ， 世界 の 中国再認識

論 が現実 味 を帯び て い る 時期は ない とい え よ う。あ る論者は ， 中国再 認識 は 21 世紀世界

に と っ て の 大 きな チ ャ レ ン ジの ひ とっ だ と主張 して い るが （M． Jacques）， 今 日 の 中国の

存在 は も はや 世界史 にお ける 19世紀 ・20 世紀の 歴史層 に位置づ け られ ない 21世紀段 階
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の歴 史層 とい う特徴 を もち っ っ ある 。 中国再認識 の ため の 多元的思考回路を準備 し ， 中国

の 解読 コ ー ド （decoding）を多様化す る必 要性 が増大 して い る 。 それ は 19 世紀 ・20 世紀

の 「200 年」 をくぐ りぬ けた 21世紀中国を多元 的に再認識す る こ とに あ る 。

　そ こ で 本 書の 中国再認識論 に関連する，新た な解読 コ
ー

ドを準備す るい くつ か の 思考回

路を と りあ げて ， そ こ か ら導 かれ る歴 史像にっ い て もふ れて み よ う。そ の 前提は，政治的

に 21 世紀中国の 現段階をど う認識するか とい うこ とに あ り， 基本的 には 19・20世紀の 「200

年」 をく ぐ りぬ けた 中国 を歴史的に どの よ うに定置 しよ うと して い るの か とい う論点に し

ぼ られ る 。 その ひ とつ の 政治的判断 基準は ，
「中国の 国家ア イ デ ン テ ィテ ィ」をめ ぐっ て 「中

華世界的復活」 に 傾斜 し よ うとして い るの か
， そ れ とも 「ネイ シ ョ ン ・ス テ イ ト」 シ ス テ

ム に順応 し よ うと して い るの か ，とい う点にある 。
こ の 枠組 は ， 同時に 21 世 紀国際レ ジー

ム に能動的に参入 す る とい う意味で 協調的で あるの か ， 受動 的に参入 せ ざる を得ない とい

う意味で 非協調的か とい う判断に よ っ て 次の よ うな座標が描か れ る 。 た だ ，
こ こ で は こ う

した 4 象限の 政治的認識回路の 中に ，国家 ・政府 正 統性の 「多元 化」 を生み 出す契機 へ の

認識に つ い て は直接組み込ん で はい ない が，各象限に 「正統性 の 多元 化」 を生み だす潜在

的諸条件が緊張関係 を も っ て 内在す るもの と想定 して い る 。

「21世紀中国 論の 解読 コ
ー ド配置」

〈世界の 中の 「中国 ・国家ア イデ ン テ ィテ ィ 」〉

　　　　「ネイ シ ョ ン ・ス テ イ ト」 論

「中華世界領域性 21 世紀国際 レ ジーム 内

（territOriality ）」 の ネ 順応変容に よる 「新均衡
イ シ ョ ン ・ス テ イ ト的上 （equilibrium ）」 論

書き （均質支配）強化論 （平和 的抬頭論）

（「新興国」 的抬頭論）

「受動的参入」論 「能動的参入 」論

「中国的原理 」 と し て の 21 世紀的復活

歴史的 「中華世界回帰 （reStOratiOn ）として

（recurrence ）」 論 の 「新型大国関係」論

（朝貢シ ス テ ム 回帰論） （G2 論）

（
国

際
レ

ジ
ー
ム
〉

「中華世界」論
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　こ の 座 標 に配置 された 各論点 は，各象 限 ご とに相互 に浸透 しあ っ てお り， 明確に 区分 で

きるわ けで はな い が，現代中国認識 の複合的認識回路 と して は ， 座 標軸内の 円の 傾斜に示

され るよ うに ， どち らか とい うと第 1 象限の 枠組が第 4 象限と相互 に混交 し つ つ
，

か つ 第

2 象 限 とも強い 関係性 が 生 じて い る と とらえられ よ う。
こ の よ うに整理 す る こ と自体が ，

本書 にい う議論の 多様性 を単純化 する こ とに な り，そ の 趣 旨 と矛 盾す る こ とは 自覚 した う

えで ，た とえば
， 世界の 中の 「中国 ・国家ア イデ ン テ ィ テ ィ 」 にか かわ る 「中華世界」 論

的認識回路 （第 3，第 4象 限）に は 「中華文明圏」 とい う歴史的認識論が 内在 し，国際 レ

ジー
ム との 関係 性 にお い ては そ の 政治的距離 に よ っ て傾斜方向に 区別 が生 じ る こ とに な

る 。 中国に即 した ，内在 した歴史認識論 とい う解読 コ
ー ドは ，すで に 溝 口 雄三 『中国の 衝

撃』 （東京大 学出版会，2004年），あ るい は 『方 法 と して の 中国』 （東京 大 学出版会， 1989

年）に も提起 され て きた 。 しか し ， その 国際 レ ジーム との 関係性 の 概念化 はな お不確定で ，

どち らか とい えば第 4象限に傾斜 してい た とい えよ う。 明確 に，第 3 象限に配置 され る言

説 と して は ，
M．　 Jacquesの Mhen　 China　 Rules 　 Thθ Morld （Allen 　 Lane

，
2009） に典型的

に示 され た 「朝貢 シ ス テ ム」
へ の 回帰論 があ り ， ネイ シ ョ ン ・ス テイ トと して の 中国政治

空間の あ り方 （た か だ か 100年 しか経験 して い ない とす る） とは 異なる 「文明国家論 （a

civilization
−
state ）」 と して 位置づ けて ，現代 中国の ゆくえ を近代欧米 モ デル とは 異な

る歴 史的岩盤 へ の 回帰 として とらえ よ うと して い る 。 また ， 第 4 象限の 議論 に含まれ る現

代 中国政治分析 は 「新型 大国関係 論」 的特徴 を もつ が ， そ の 方向 へ の 現実的可能性 に つ い

て は疑 問視す る論 者 が多い
。 しか し ， 米 中関係 の 今 日的あ り方を考え る うえで 中期的には

軽視 しえ ない 論点 となっ て い る こ とは視野 に入れ て お く必要 があるだろ う。

　 さ らに ，世界の 中の 「ネイ シ ョ ン ・ス テ イ ト」 論 的思考回 路 （第 1
， 第 2象 限） には ，

少な くとも 19世紀 ・20 世紀 をくぐりぬけたもとで の ，現代 中国の 政治的 自己認識 が存在

す る こ とを前提 とす る特徴が あ る 。 しか し， 「ネイ シ ョ ン ・ス テ イ ト」 シ ス テ ム とい う枠

組 の なかで の 国際 レ ジーム との 政 治 的距離に よ っ て は ，第 2 象限 の よ うな受動的 参入 過程

に み られ る非協調 関係 とい う方向性 を選択 し うる条件を も っ て い る 。 しか し，
「ネイ シ ョ

ン ・ス テ イ ト」 シ ス テ ム に 内在 して きた 「200年 中国」 とい う視点か らみ て ， もはや政治

的 ・ 経済的国際 レ ジーム との 関係性に お い て 「新興国」 型 台頭 （ある条件下 で は非平和的

な関係性 ）を基軸 とす るよ うな段 階には な く，や は り第 1象 限にみ るよ うな国際 レ ジー ム

へ の 選択的順応 を選 択す る方 向性が 一
般的 とらえ方に な るで あろ う。政治的経済的ま たイ

デオ ロ ギー
的緊張 関係を含み つ つ 国際 レ ジーム 内 の新 た な均衡 （equilibrium ）を追求す る，

そ の 意味で は不確 実性 と不安定性 を含ん だ展 開過 程 を予 測せ ざるをえ ない と思 われ る 。 そ

うした ひ とつ の 議論 に A．Nathan
，
　 A．　 Scobell，　 Chin∂

’
s 　Search　fbr　Securi　ty （Columbia

U．P．，2012） などが ある とい え よ う。

　 こ の よ うな 4 象限に配置 される複合的思考回路か らみ て ， 現代 日本 とい うネイ シ ョ ン ・

ス テイ トか らみ る現代 中国認識 の 眼は どの ような俯瞰範囲 を もつ こ とに な るの だ ろ うか。
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本書 の 議 論 か らみ て ，大 き く二 つ の俯 瞰範囲があ る と思われ る 。
ひ とつ は ， 第 2 象限に収

斂す る議論で 国際的ス タ ン ダー ドか らみ て 同 じネイシ ョ ン ・ス テ イ トの 「価値」 を共 有 し

えない 「非協調的」 中国像 ，
つ ま り 「異質な中国」 とい う論点に つ なが り ， しか もそ の 歴

史的社会的位置 も第 3 象限 に傾斜 した枠組 で と らえ る傾 向性 をもつ 。 こ の 第 3象限的 「中

華世 界 回帰論 」 が あ る とす れ ば ， や は り中国認識 と して の 短絡性 を指摘せ ざる を得ない だ

ろ う。
こ の 方向性 を選択 し ない 第二 の 俯瞰範囲 をもつ 議論は第 1 象限に 収斂する もの で ，

こ の 枠組 を中国が選択 し うる 国際的条件 をグ ロ ーバ ル に考え るべ きだ とす る 中国像， 少 な

くとも 200年 をくぐ りぬ けた 中国 の ネイ シ ョ ン ・ス テイ ト化過 程 を前提 にす る必 要が あ る

とす る 。 それ との 対比 で ，第 2象 限的中国認識回路は
， それ へ の 対抗的枠組み とし て の ネ

イ シ ョ ン ・ス テ イ トと して の 「国家主義的対応」 を引き起こ し，東 ア ジア 政治空間にお け

る相互 の 狭隘なナ シ ョ ナ リズ ム をある別の 政治的 目的の ために 「道具化」 す る可 能性が現

実化 しかね ない
。 それ は EU な ど との 対比 で みれ ば東 ア ジア の 「ネ イシ ョ ン ・ス テ イ ト」

シ ス テ ム の 歴 史的脆弱性で もある。や は り，国家主義的対立 ・紛争を支 える社会的基盤iを

掘 り崩 し うるよ うな東 ア ジア の 市民社会形成 へ の 展望が ，もちろん 日本に こ そ求め られて

い る とい えよ う。 そ の 意味で ， 現代 日本 に と っ て の 対 中国 ， 対ア ジア 政策をめ ぐる政治的

選 択肢 を考える うえで ， ま さに中国政治史研 究に とっ て ， 現代的課題 との 学術的緊張関係

を ど う構築す るか が問われ て い る よ うに思 われ る 。

　本書の 重厚 な多様か つ 多元 的分析 と歴史叙述は ，
こ の よ うな現 実 との 緊張関係の あ り方

を近現代政治史 として 具体化 した成果 で ある こ とが確認 で き よ う。

（ミネル ヴァ 書房 ，
2012 年 7 月 ，

xiv ＋423＋13
，

3
，
　990 円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（に しむ ら　 しげお ・放送大学）
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